
（1）特定非営利活動に関する事業

内容 実施日時 実施場所
従事者の

人数
受益対象者の範囲

受益者の
人数

①文化財保存
技術の研究開発

文化庁補助事業「津波により被災した
文化財の保存修復技術の構築と専門
機関の連携に関するプロジェクト」への協
力

事務処理協力 通年 陸前高田市立博物館、栃木県
教育委員会、新潟県立博物
館、徳島県立歴史博物館、岩
手県立博物館　他

職員　1名
スタッフ　3名

陸前高田市立博物館職員、日本博物館協会所属
館学芸員、NPOJCP会員
一般社会

不特定多数 本部

②文化財保存
修理専門家の養
成,研修事業

文化財保存修復をめざす人のための実
践コース

文化財保存修復の専門家を目指す学生、
若手技術者を対象とした実践的セミナー。
平成30年度は「紙」にテーマを絞り、基礎講
座に加え、楮栽培農家を訪れたり、工業用
に生産されている紙の工場を見学した。

30年8月23日～25日
9月3日
11月5日～11月7日
2月7日～8日

東京国立博物館黒田記念館、特殊東
海製紙株式会社、高知県立紙産業技
術センター、三和製紙株式会社、鹿敷
製紙株式会社、尾崎製紙書、いの町紙
の博物館、大子町楮畑、紙のさと、五介
和紙

受講生延べ48名
講師　25名
スタッフ　5名

・文化財保存修復の専門家を目指す若手技術者及
び学生

48名

本部

月桂寺稲葉一鉄像保存修理監督委
託業務

所有者の強い希望で県指定文化財を表具
業社が修理を行う事になり、その修理の監
督業務（技術指導）を行った

2018年5月14日〜
2019年3月31日

臼杵市月桂寺、久留米市久本
表具店、大林自宅

会員1名スタッフ1名 大分県、臼杵市、月桂寺、久本表具店、一般社会 不特定多数 関西支部

土佐山内記念財団見積り作業 所蔵品の調書から修理設計と修理費概算
作成

大林自宅 会員１名 土佐山内記念財団、一般社会 不当定多数 関西支部

伝大浦天主堂関係ガラス 保存処置事
業

割れた色ガラスを処置し、収蔵できるハウジ
ングを作成し、桐保存箱に収める

2017.4〜5. 京都造形芸術大学 会員１名＋学生会員
５名

天草キリシタン館、一般社会 不特定多数 関西支部

「芹沢圭介版画写し」の水損による汚
れ除去処置仲介

仲介/修理監督 2017.8/24〜2/7 京都造形芸術大学/㈱墨珠堂 会員1名 修理依頼者//㈱墨珠堂/インドの作品観覧者 関西支部

播州三木古城図及び播磨国城攻図
保存修理事業

絵図2点の修復請負 2017.9/16〜3/31
（4/21）

京都造形芸術大学 会員2名学生会員3
名

三木市、一般社会 不特定多数 関西支部

知覧特攻平和会館所蔵文書類の保
存状態詳細調査

「世界の記憶」平成27年申請物件の中から
紙資料150件を対象に個別の劣化状態を
具体的に把握、保存管理を目指し詳細調
査を実施

30年9月18日～31年3
月22日

知覧特攻平和会館 役員2名、職員1名、
会員5名

知覧特攻平和会館及び南九州市市民、一般社会 不特定多数 九州支部

平成30年度歴史資料保存管理支援
業務

臼杵市所有もしくは管掌する歴史資料等に
ついて、保存環境改善等の実施についての
計画立案、日常的な保存管理を実施

30年4月2日～31年3
月31日

臼杵市文化財管理センター、臼
杵市歴史資料館

役員2名 臼杵市、一般社会 不特定多数 九州支部

③災害救援活
動

熊本県被災文化財救援事業（文化財
レスキュー事業）に係る救出文化財の
応急措置及び資料整理支援業務

熊本県被災文化財救援事業（文化財レス
キュー事業）に係る救出文化財の応急措置
及び資料整理についての委託者支援

30年6月18日～31年3
月29日

新氷川文化財資料室等 役員2名、会員3名 熊本県、熊本市、一般社会 不特定多数 九州支部

熊本県被災文化財救援事業（文化財
レスキュー事業）に係る救出文化財の
応急措置、資料整理及び保管庫の環
境管理支援等業務

熊本県被災文化財救援事業（文化財レス
キュー事業）に係る平成30年度救出文化財
の搬出準備、応急措置、整理作業及び保
管庫の環境管理についての委託者支援

31年2月1日～31年3
月29日

氷川文化財資料室等 役員1名、職員1名、
会員3名

熊本県、熊本市、一般社会 不特定多数 九州支部

東日本大震災被災文化財救援事業 陸前高田市立博物館所蔵被災民俗文化
財実測修理業務＜30点＞

29年4月1日～30年3
月31日

陸前高田市立博物館、会員の
自宅

会員1名非会員3名 陸前高田市立博物館及び陸前高田市市民 不特定多数
本部

東日本大震災被災文化財救援事業 陸前高田市立博物館所蔵被災写真資料
安定化処理業務＜100点＞

29年5月11日～30年3
月23日

陸前高田市立博物館、会員の
自宅

会員1名　非会員1名 陸前高田市立博物館及び陸前高田市市民 不特定多数
本部

東日本大震災被災文化財救援事業 陸前高田市立博物館所蔵被災美術資料
安定化処理及び修理業務＜水彩画・版画
29点/アクリル画３点＞

29年5月11日～30年3
月23日

陸前高田市仮設被災文化財
保存修復施設（岩手県立博物
館内）、都内JCP工房

会員約8名 陸前高田市立博物館及び陸前高田市市民 不特定多数

本部

東日本大震災被災文化財救援事業 陸前高田市立博物館所蔵被災地籍図安
定化処理及び修理業務＜15点＞

29年5月11日～30年3
月23日

京都国立博物館内国宝修理
所

会員約10名 陸前高田市立博物館及び陸前高田市市民 不特定多数
本部

東日本大震災被災文化財救援事業 陸前高田市立博物館所蔵被災絵図資料
修理業務＜5点＞

29年5月11日～30年3
月23日

岩手県立博物館内 会員4名 陸前高田市立博物館及び陸前高田市市民 不特定多数
本部

東日本大震災被災文化財救援事業 宮城県亘理町被災資料　江戸清吉コレク
ション短冊帖＜98点＞

29年4月1日～29年3
月31日

都内会員の工房 会員2名 宮城県亘理町郷土資料館及び亘理町町民 不特定多数
本部

東日本大震災被災文化財救援事業 東日本大震災被災資料他、応急処置 通年 京都造形芸術大学 会員2名学生会員3
名

被災所有者、当該資料利用者等 不特定多数 関西支部

平成30度特定非営利活動に係わる事業報告

平成３０年４月１日から　平成３1年３月３１日まで　

　　　　　           　特定非営利活動法人　文化財保存支援機構

事業名



（2）その他目的を達成するために必要な事業
内容 実施日時 実施場所 従事者の人数

受益対象者の範囲
受益者の

人数
情報の発信 ニュースレター発行 季刊誌「NPO JCP NEWS」No.34発行 通期 当機構事務局 4人 会員、文化財関連団体 不特定多数

本部

芸工展への参加 谷中地区の文化祭芸工展に、修復技術者
の仲間と共に出展。主に人材派遣の仕組み
について発表。

10月7日～10月14日 平櫛田中邸（谷中） 職員　2名
スタッフ　2名

一般市民 不特定多数

本部

その他 文化財保存修復学会運営協力 文化財の保存修復専門家が多数所属する
学会の運営協力支援

通年 事務局　3名
スタッフ　2名

学会員 学会員約1,000名
本部

文化財保存修復学会大会運営協力 文化財保存修復学会大会の運営支援 6月16日、17日
（10月1日～8月31日）

高知市文化プラザかるぽーと 職員　1名
アルバイト　3名

学会員 学会員約1,000名、
一般社会 九州支部

各種依頼、相談
受付、技術者紹
介等

・公的機関　2件
・個人　2件
・事業者　2件
・後援、協賛依頼　2件

専門家を紹介して欲しい、というメール、電話
での相談に対応。

随時 当機構事務局 専門家,工房など数
件

相談者

本部
／関西支部
／九州支部

事業名


